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住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト

　
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
血
圧
測
定
）

の
日
程

　
定
期
結
核
健
康
診
断
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
と
今
年
か
ら
循
環
器
検
診

（
血
圧
測
定
）
を
行
い
ま
す
の
で
該

当
者
は
必
ず
受
検
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▽
該
当
者

　
十
日
町
市
内
に
在
住
す
る
住
民
。

　
（
た
だ
し
職
場
検
診
、
小
学
校
に
入

　
学
し
て
い
な
い
子
供
、
小
学
生
、

　
中
学
生
、
高
校
生
は
除
き
ま
す
）

▽
注
意
と
お
願
い

O
こ
の
検
診
だ
け
は
個
人
通
知
を
致

　
し
ま
す
が
、
個
人
通
知
の
届
か
な

　
い
方
、
職
場
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
を
実
施
し
な
い
所
に
勤
務
し
て
い

　
る
方
は
最
寄
り
の
会
場
で
受
検
し

　
て
く
だ
さ
い
◎

O
個
人
通
知
の
注
意
事
項
を
良
く
お

　
読
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
個
人
通
知

　
は
会
場
に
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

○
検
診
後
、
通
知
の
な
い
方
は
異
常

　
が
な
か
っ
た
も
の
と
ご
承
知
く
だ

　
さ
い
。
精
密
検
査
の
必
要
な
方
に

　
は
連
絡
い
た
し
ま
す
。

◎
年
に
一
度
は
一
家
そ
ろ
っ
て

　
　
　
健
康
診
断
を
し
ま
し
ょ
う
！

月
　
　
日

会
　
　
場

実
施
時
間

対
　
　
象
　
　
地
　
　
区

4
月

14

旦
水
）

市
　
役
　
所

午
前

9
時
～
n
時
半

本
町
一
上
・
下
、
袋
町
東
・
中
・
西
・

栄
町
、
高
田
町
一
～
二
、
高
田
町
三

三
東
・
西
、
昭
和
町
二

午
後

1
時
～
3
時
半

高
田
町
三
南
、
丸
山
町
、
昭
和
町
一
、

七
軒
町
、
島

4
月

15
旦
木
）

市
民
会
館

午
前

9
時
～
1
1
時
半

本
町
東
一
・
西
一
、
本
町
二
～
四
、
昭

和
町
三
～
四
、
西
寺
町
、
泉
町
、
加
賀

糸
屋
町
、
関
口
樋
口
町
、
西
浦
町
西

午
後

1
時
～
3
時
半

駅
通
り
、
西
浦
町
東
、
旭
町
、
宮
下

町
東
・
西
、
諏
訪
町
、
神
明
町
、
学

校
町
一
～
二

4
月

16
日
（
金
）

市
民
会
館

午
前

9
時
～
n
時
半

本
町
五
丁
目
、
水
野
町
、
若
宮
町
、

田
中
町
東
・
西
・
本
通
り
、
川
原
町
、

上
川
町
、
猿
倉

午
後

1
時
～
3
時
半

田
川
町
一
～
三
、
江
道

4
月

19
日
（
月
）

老
人
憩
の
家

四
ツ
宮
荘

午
前

9
時
～
n
時
半

本
町
六
の
一
～
三
、
稲
荷
町
一
～
二
、

稲
荷
町
三
本
通
り
・
三
東
・
三
南
、

西
本
町
、
千
代
田
町
、
八
幡
田
町
、

下
川
原
町
、
本
町
七
の
一
～
二

午
後

1
時
～
3
時
半

稲
荷
町
三
北
、
稲
荷
町
四
、
稲
荷
町
西

4
月

20
旦
火
）

慶
地
冬
期
分
校

午
前

9
時
半
～
1
0
時

慶
地

二
子
冬
期
分
校

午
前

10
時
半
～
n
時
半

二
子

東
下
組
小
学
校

午
後

1
時
～
2
時

漉
野
、
平

仙
之
山
公
民
館

午
後

2
時
半
～
3
時

仙
之
山

輩
水
）

下
条
出
張
所

午
前

9
時
～
1
1
時

為
永
、
下
条
本
町
、
貝
野
川
、
山
根

4
月

22
日
（
木
）

下
条
出
張
所

午
前

9
時
～
n
時
半

山
際
、
原
廿
日
城
、
下
条
中
央
通
り

午
後

1
時
～
3
時

岩
野
、
下
条
栄
町
、
桑
原
、
野
田
、
蟹
沢

4
月

23
旦
金
）

上
新
田
公
民
館

午
前

9
時
～
1
0
時
半

上
新
田
一
・
二
二
二

水
口
公
民
館

午
後

1
時
～
2
時
半

新
保
、
水
口
、
下
山
、
新
光
寺

健康な赤ちゃんを生
むため妊婦さんは、

特に食生活に注意し
てください。

鞠㊧

薗

非
妊
時
　
ー
妊
娠
後
期

級に検4
　育診力
　児並月
　学び児

検　　3

　　歳
診　　児

相　　育

談　　児

相　新　婚

　婚
談者　前

事
業
名

（　27火
＿
　
日

（　21水
＿
　
日

（　13火
＿
　
日

（　　1木
＿
　
日

期
日

2　　1午
時～時
半　　半後

2　　1午
　～
時　　時後

2　　1午
　～時
時　　半後

1　　1午
時～
半　　時後

時受

間付

公　十
民　日

館町

公　十
民　日
館　町

公　十
民　日

館町

保　十
健　日

所町
会
場

者生50
　ま年
　れ12
　の月

者生47
　ま年
　れ10
　の月

者生日年150
　まま12日年

れで月～10
　たに3150月

希
望
者

対
象
者

全
　
　
域

全
域

大吉治十
井田　’日

田蝋1 全
域

参
集
区
域

鶴離
とや字検測
発ん級診定
育の
状観
況察
笠の

はて個対3
おも人象歳
い該通　　6

錯梨召
さのな　　児
い方く　　を

に　身
つ　体
い　測
て　定
の　　’

相　保

談育

で血相内
無液談容
料塗蒙
　具族
　梅計
　毒画
　）　　　　、

備
考

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

・
○
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春
の
行
楽
期
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

運
動
を
実
施

　
春
先
き
は
、
例
年
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
特
に
四
月
二
十
九

日
（
木
）
か
ら
五
月
五
日
（
水
）
は
、
連

休
等
で
交
通
が
混
雑
し
、
死
亡
、
重

大
事
故
発
生
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
（
春
日
十

日
町
市
長
）
で
は
、
こ
の
期
間
中
、

市
内
五
ヵ
所
に
交
通
指
導
所
の
設
置

及
び
パ
ト
ロ
：
ル
指
導
の
強
化
、
立

看
板
の
設
置
、
路
面
標
示
及
び
安
全

施
設
の
整
備
点
検
、
違
法
駐
車
、
暴

走
運
転
者
の
注
意
、
警
告
指
導
な
ど

春
の
行
楽
期
に
お
け
る
交
通
事
故
防

止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
、
交
通
の
円
滑
化
と
交

通
事
故
防
止
運
動
に
特
段
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
運
動
の
重
点

　
■
経
済
速
度
で
安
全
運
転
の
励
行

■
飲
酒
運
転
や
暴
走
運
転
の
監
視
追

放
■
座
席
ベ
ル
ト
及
び
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
励
行
■
戸
外
活
動
に
お
け
る

老
人
と
こ
ど
も
の
事
故
防
止
■
農
耕

作
業
車
等
の
安
全
な
道
路
利
用
の
励

こどもや老人には、手をかして
あげたり、合図をしてあげよう

感電防止のお願い
　毎年鯉のぼりの時期になりますと

感電死亡事故が多発しています。

　電線の近くには、鯉のぼりを建て

ないようお願いします。

　なお、万一鯉のぼりやビニー一ルた

こが電線に触れた場合は、大至急東

北電力㈱十日町営業所（魯2－3107番）

へご連絡ください。

行
。

油
流
出
事
故
を
な
く

し
よ
・
つ

）ま

　
毎
年
、
春
先
き
に
な
り
ま
す
と
、

重
油
等
油
類
の
取
扱
い
不
注
意
な
ど

で
油
流
出
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
魚
類
や
水
稲
な
ど
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
油
類
は
、
そ
の
取

り
扱
い
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

山
火
事
に
ご
注
意

　
春
先
き
は
、
例
年
山
火
事
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
山
菜
取
り
や

ハ
イ
キ
ン
グ
等
山
に
入
る
機
会
も
多

く
な
り
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の
こ
と
を

厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
た
き
火
の
後
始
末
を
完
全
に
す

◎

る
こ
と
。
■
た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず

消
す
こ
と
。
■
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー

の
使
用
は
、
強
風
ま
た
は
乾
燥
時
に

は
努
め
て
さ
け
る
こ
と
。
■
紙
く
ず

等
燃
え
や
す
い
ご
み
類
は
、
所
定
の

場
所
に
捨
て
る
こ
と
。
■
火
入
れ
の

許
可
は
必
ず
と
る
こ
と
。

　
テ
レ
ビ
に
よ
る
防
災
キ
ャ

　
ン
ペ
ー
ン
（
消
防
庁
）
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い

　
新
潟
放
送
局
（
B
S
N
）
…
「
ご

存
じ
で
す
か
。
防
災
ミ
ニ
百
科
」
毎

週
木
曜
日
午
前
十
時
二
十
五
分
～
十

時
、
二
十
分
。

　
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
（
N
S
T
）
・

「
そ
の
と
き
あ
な
た
は
。
く
ら
し
の

中
の
防
災
」
毎
週
日
曜
日
午
前
七
時

十
分
～
七
時
十
五
分
。
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は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施

　
計
量
器
の
定
期
検
査
を
つ
ぎ
の
と

お
り
行
い
ま
す
の
で
、
取
引
ま
た
は

証
明
用
に
使
用
し
て
い
る
は
か
り
や

商
店
、
露
店
、
運
送
業
、
工
場
、
事

業
所
、
農
協
等
で
使
用
し
て
い
る
は

か
り
、
学
校
、
病
院
等
で
使
用
し
て

い
る
体
重
計
は
必
ず
検
査
を
受
け
て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獺　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐵　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　難　　　　　　　懇　　　　器　　嚢齢

く
だ
さ
い
。
　
（
教
材
用
計
量
器
、
供

米
用
試
し
は
か
り
、
日
通
、
国
鉄
、

郵
便
局
等
で
使
用
し
て
い
る
は
か
り

を
除
く
）
は
か
り
を
お
持
ち
の
方
で

受
検
し
な
い
で
取
引
証
明
に
使
用
し

ま
す
と
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
検
査
手
数
料
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
お
つ
り
の
い
ら
な
い
よ
う
に
現

金
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

ロ

…
郷
殿
馳
駆
に
大
島
良
作
氏
を
任
命
…

一
　
藤
巻
亮
氏
（
下
条
地
区
公
民
館
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ

一
長
）
は
、
三
月
三
十
一
日
付
で
辞
職
一

一
し
、
新
た
に
大
島
良
作
氏
が
下
条
一

一
地
区
公
民
館
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
一

一
た
。
（
四
月
十
三
日
付
）
　
　
　
　
一

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

一
　
　
　
　
－
教
育
委
員
会
発
令
1
．

一
1
，
1
5
0
1
1
1
5
9
1
ー
巳
I
I
I
I
昼
I
l
I
I
融
9
1
1
巳
，
l
I
一

検
査
月
日

検
査
場
所

受
付
時
間

該
　
　
当
　
　
　
地
　
　
域

5
月
1
2
日
（
水
）

市
役
所

下
条
出
張
所

午
前
9
時
～
n
時

下
条
地
区
全
域

中
条
地
区
公
民
館

午
後
1
時
半

　
　
　
　
～
3
時

中
条
大
苗
新
座
地
区
藁
欝
蔚
侶
－
．
2
、
、
二
）

5
月
1
3
日
（
木
）

川
治
地
区
公
民
館

午
前
9
時
～
n
時

川
治
、
六
箇
地
区
全
域
（
川
治
の
一
部
は
十
日
町
地
区
へ
）

吉
田
地
区
公
民
館

午
後
1
時
半

　
　
　
　
～
3
時

吉
田
地
区
全
域

5
月
1
4
日
（
金
）

水
沢
地
区
公
民
館

午
前
9
時
～
n
時

午
後
1
時
半

　
　
　
　
～
3
時

水
沢
地
区
全
域

5
月
1
7
日
（
月
）

市
段
体
育
館

午
前
9
時
～
n
時

午
後
1
時
半

　
　
　
～
3
時
半

本
町
1
丁
目
上
・
下
、
本
町
東
・
西
1
丁
目
、
本
町
2
・
3
丁

目
、
袋
町
東
・
西
・
中
、
栄
町
、
昭
和
町
1
・
2
・
3
．
4
丁

目
、
西
寺
町
、
泉
町
、
宮
下
東
・
西
、
諏
訪
町
、
神
明
町
、
学

校
町
1
・
2
丁
目
、
水
野
町
、
若
宮
町

5
月
1
8
日
（
火
）

市
民
体
育
館

午
前
9
時
～
n
時

午
後
1
時
半

　
　
　
～
3
時
半

本
町
4
・
5
丁
目
、
高
田
町
1
・
2
・
3
丁
目
東
、
3
丁
目
西
、

3
丁
目
南
、
丸
山
町
、
七
軒
町
、
加
賀
糸
屋
町
、
関
口
樋
口
町
、

駅
通
り
、
西
浦
東
・
西
、
旭
町
、
稲
荷
町
1
・
2
．
3
丁
目
本

通
り
、
3
丁
目
東
、
3
丁
目
南
、
3
丁
目
北
、
4
丁
目
、
西
、
西

本
町
、
干
代
田
町
、
春
日
町
1
・
2
・
3
丁
目

5
月
1
9
日
（
水
）

市
民
体
育
館

午
前
9
時
～
U
時

午
後
1
時
半

　
　
　
～
3
時
半

本
町
6
丁
目
1
・
2
、
田
中
町
東
・
西
・
本
通
り
、
川
原
町
、

上
川
町
、
田
川
町
1
・
2
・
3
丁
目
、
八
幡
田
町
、
下
川
原
町
、

島
、
．
江
道
、
猿
倉
、
津
池
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
、
妻
有
町
西

1
・
西
2
丁
目
、
高
山
2
・
3
・
4
、
錦
町
1
・
2
丁
目
、
美

雪
町
1
・
2
・
3
丁
目
、
桜
木
町
、
高
田
町
4
・
5
丁
目
、
山

本
町
1
・
2
・
3
・
4
・
5
丁
目
、
千
歳
町
、
寿
町
1
．
2
．

3
・
4
丁
目
、
本
町
7
丁
目
1
・
2
、
三
和
町

一
部
改
正
が

行
な
わ
れ
ま
し
た

　
　
地
方
税
法
改
正
に
伴
う
市
税
条
例

　
の
一
部
改
正
及
び
都
市
計
画
税
条
例

　
の
一
部
改
正
条
例
に
つ
い
て
、
去
る

　
四
月
七
日
開
か
れ
た
市
議
会
第
一
回

　
急
施
臨
時
会
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り
議

　
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
。
な
お
、
こ
の
条
例
は
、
昭
和
五

　
十
一
年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
市
民
税
の
均
等
割
額
は
七
百
円
に

　
　
個
人
の
均
等
割
額
は
、
市
民
税
「
七

　
百
円
」
県
民
税
「
三
百
円
」
に
引
き

　
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
所
得

　
金
額
が
所
得
者
及
び
扶
養
親
族
等
の

　
数
に
「
モ
一
万
円
」
を
乗
じ
た
金
額

　
以
下
の
人
に
は
、
均
等
割
は
課
税
さ

　
れ
ま
せ
ん
。

　
　
法
人
市
民
税
均
等
割
額
を
改
定

　
　
資
本
金
等
の
額
が
一
億
円
を
超
え
、

　
従
業
員
数
が
百
人
を
超
え
る
法
人
は

　
　
「
四
万
円
」
に
、
百
人
以
下
の
法
人

　
は
「
二
万
円
」
に
資
本
金
等
の
額
が

　
干
万
円
以
下
の
法
人
は
コ
万
二
千

　
円
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
非
課
税
限
度
額
は
七
十
万
円
に

　
　
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
ま

　
た
は
寡
婦
に
つ
い
て
の
非
課
税
限
度

　
額
は
、
年
所
得
六
十
万
円
か
ら
七
十

　
万
円
に
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

　
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
に

　
つ
い
て

　
昭
和
五
十
一
年
度
は
基
準
年
度
評

価
替
え
の
年
で
、
前
年
度
に
比
較
し

て
、
宅
地
に
つ
い
て
は
、
平
均
一
．

三
七
倍
、
農
地
は
一
・
一
倍
、
山
林

原
野
に
つ
い
て
は
一
・
二
倍
の
評
価

替
え
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
共

に
五
卜
年
度
の
課
税
標
準
額
に
対
す

る
五
レ
一
年
度
評
価
額
の
上
昇
割
合

に
応
じ
、
宅
地
等
に
つ
い
て
は
、
一

・
一
倍
か
ら
一
二
．
一
倍
の
税
額
と
な

り
農
地
に
つ
い
て
は
一
二
倍
か
ら

一
・
二
倍
の
税
額
と
な
り
ま
す
。

　
家
屋
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
卜
九

年
以
前
に
建
築
さ
ね
た
家
屋
は
据
置

き
、
五
十
年
中
に
建
築
さ
れ
た
分
か

ら
、
評
価
基
準
の
改
正
に
よ
り
、
木

造
に
あ
っ
て
は
、
一
・
五
倍
、
非
木

造
に
あ
っ
て
は
、
一
・
四
倍
の
L
昇

率
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
税
率
に
し
て
、
お
お
む
ね
三
卜
誕

引
さ
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役

所
税
務
課
（
曾
七
上
。
二
二
番
）
へ

お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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分銅

㊨o
台手動はかり

手動天びん

おもり

「

（
台
秤
）

0

定量増おもり　　ひよう量が
2駒以下。　140円
100勾以下。　　　210円
200匂以下。　　290円
500両以下．　480円
1t以下。　　960円

　感量がひょう量の
10，0GO分の1をこえる。　150円

10，000分の1。　　　　250円

◎
　
　

　
　
q

　
　
　
　
の

　
　
　
ド

　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　

　
～
i

　
、
－
・
；

　　　　，　　　9　　0　　●　o
■

●
9

等比皿手動はかり

望

棒はかり

　　ひよう量が

20匂以下。　　　110円

100匂以下．　　210円

200梅以下。　　　280円

500匂以下。　　470円

秤
）

．II

一
一　一

一　『曹

断

一

ひよう量が

80円

20匂以下。　　　35円

50勿以下。　　　45円

100釦以下。　　　80円

10“gをこえる。　135円

不等比皿手動はかり

ノ
棚

（
上
皿
桿
秤
）

200円

り

光電式

陀

600円

示　　　　は　　　　か
直線目盛以外の目盛ある

指

（
体
重
は
か
り

聯
，

器

老
　
　
1

　
　
『
1

／

（
料
金
は
か
り
）

’
／
／

；
妻

：
妻
釦

…
‡
…
p

①

垂
．
，

季
・

垂
零
F
■

圭
w

季
ー

垂
仁

…
蔓
畢

手
動
指

一
｝

4
一
』

　ヘルスメーター

日
◎

手
動
指
示
併
用
は
か
り

1愈麟
り　　　 か

0
0

『
D
72
4

100円　200κワ以下。

190円　500砺以下。

カ　
　
の
　
　
つ

量
下
下

う
以
以

　
匂
匂

よ
0
0

　
　
　
り

ひ
　
ー

直線目盛のみ

（
手
ぱ
か
り
）

35円



q
帖
q
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は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施

　
計
量
器
の
定
期
検
査
を
つ
ぎ
の
と

お
り
行
い
ま
す
の
で
、
取
引
ま
た
は

証
明
用
に
使
用
し
て
い
る
は
か
り
や

商
店
、
露
店
、
運
送
業
、
工
場
、
事

業
所
、
農
協
等
で
使
用
し
て
い
る
は

か
り
、
学
校
、
病
院
等
で
使
用
し
て

い
る
体
重
計
は
必
ず
検
査
を
受
け
て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獺　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐵　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　難　　　　　　　懇　　　　器　　嚢齢

く
だ
さ
い
。
　
（
教
材
用
計
量
器
、
供

米
用
試
し
は
か
り
、
日
通
、
国
鉄
、

郵
便
局
等
で
使
用
し
て
い
る
は
か
り

を
除
く
）
は
か
り
を
お
持
ち
の
方
で

受
検
し
な
い
で
取
引
証
明
に
使
用
し

ま
す
と
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
検
査
手
数
料
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
お
つ
り
の
い
ら
な
い
よ
う
に
現

金
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

ロ

…
郷
殿
馳
駆
に
大
島
良
作
氏
を
任
命
…

一
　
藤
巻
亮
氏
（
下
条
地
区
公
民
館
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ

一
長
）
は
、
三
月
三
十
一
日
付
で
辞
職
一

一
し
、
新
た
に
大
島
良
作
氏
が
下
条
一

一
地
区
公
民
館
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
一

一
た
。
（
四
月
十
三
日
付
）
　
　
　
　
一

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

一
　
　
　
　
－
教
育
委
員
会
発
令
1
．

一
1
，
1
5
0
1
1
1
5
9
1
ー
巳
I
I
I
I
昼
I
l
I
I
融
9
1
1
巳
，
l
I
一

検
査
月
日

検
査
場
所

受
付
時
間

該
　
　
当
　
　
　
地
　
　
域

5
月
1
2
日
（
水
）

市
役
所

下
条
出
張
所

午
前
9
時
～
n
時

下
条
地
区
全
域

中
条
地
区
公
民
館

午
後
1
時
半

　
　
　
　
～
3
時

中
条
大
苗
新
座
地
区
藁
欝
蔚
侶
－
．
2
、
、
二
）

5
月
1
3
日
（
木
）

川
治
地
区
公
民
館

午
前
9
時
～
n
時

川
治
、
六
箇
地
区
全
域
（
川
治
の
一
部
は
十
日
町
地
区
へ
）

吉
田
地
区
公
民
館

午
後
1
時
半

　
　
　
　
～
3
時

吉
田
地
区
全
域

5
月
1
4
日
（
金
）

水
沢
地
区
公
民
館

午
前
9
時
～
n
時

午
後
1
時
半

　
　
　
　
～
3
時

水
沢
地
区
全
域

5
月
1
7
日
（
月
）

市
段
体
育
館

午
前
9
時
～
n
時

午
後
1
時
半

　
　
　
～
3
時
半

本
町
1
丁
目
上
・
下
、
本
町
東
・
西
1
丁
目
、
本
町
2
・
3
丁

目
、
袋
町
東
・
西
・
中
、
栄
町
、
昭
和
町
1
・
2
・
3
．
4
丁

目
、
西
寺
町
、
泉
町
、
宮
下
東
・
西
、
諏
訪
町
、
神
明
町
、
学

校
町
1
・
2
丁
目
、
水
野
町
、
若
宮
町

5
月
1
8
日
（
火
）

市
民
体
育
館

午
前
9
時
～
n
時

午
後
1
時
半

　
　
　
～
3
時
半

本
町
4
・
5
丁
目
、
高
田
町
1
・
2
・
3
丁
目
東
、
3
丁
目
西
、

3
丁
目
南
、
丸
山
町
、
七
軒
町
、
加
賀
糸
屋
町
、
関
口
樋
口
町
、

駅
通
り
、
西
浦
東
・
西
、
旭
町
、
稲
荷
町
1
・
2
．
3
丁
目
本

通
り
、
3
丁
目
東
、
3
丁
目
南
、
3
丁
目
北
、
4
丁
目
、
西
、
西

本
町
、
干
代
田
町
、
春
日
町
1
・
2
・
3
丁
目

5
月
1
9
日
（
水
）

市
民
体
育
館

午
前
9
時
～
U
時

午
後
1
時
半

　
　
　
～
3
時
半

本
町
6
丁
目
1
・
2
、
田
中
町
東
・
西
・
本
通
り
、
川
原
町
、

上
川
町
、
田
川
町
1
・
2
・
3
丁
目
、
八
幡
田
町
、
下
川
原
町
、

島
、
．
江
道
、
猿
倉
、
津
池
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
、
妻
有
町
西

1
・
西
2
丁
目
、
高
山
2
・
3
・
4
、
錦
町
1
・
2
丁
目
、
美

雪
町
1
・
2
・
3
丁
目
、
桜
木
町
、
高
田
町
4
・
5
丁
目
、
山

本
町
1
・
2
・
3
・
4
・
5
丁
目
、
千
歳
町
、
寿
町
1
．
2
．

3
・
4
丁
目
、
本
町
7
丁
目
1
・
2
、
三
和
町

一
部
改
正
が

行
な
わ
れ
ま
し
た

　
　
地
方
税
法
改
正
に
伴
う
市
税
条
例

　
の
一
部
改
正
及
び
都
市
計
画
税
条
例

　
の
一
部
改
正
条
例
に
つ
い
て
、
去
る

　
四
月
七
日
開
か
れ
た
市
議
会
第
一
回

　
急
施
臨
時
会
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り
議

　
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
。
な
お
、
こ
の
条
例
は
、
昭
和
五

　
十
一
年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
市
民
税
の
均
等
割
額
は
七
百
円
に

　
　
個
人
の
均
等
割
額
は
、
市
民
税
「
七

　
百
円
」
県
民
税
「
三
百
円
」
に
引
き

　
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
所
得

　
金
額
が
所
得
者
及
び
扶
養
親
族
等
の

　
数
に
「
モ
一
万
円
」
を
乗
じ
た
金
額

　
以
下
の
人
に
は
、
均
等
割
は
課
税
さ

　
れ
ま
せ
ん
。

　
　
法
人
市
民
税
均
等
割
額
を
改
定

　
　
資
本
金
等
の
額
が
一
億
円
を
超
え
、

　
従
業
員
数
が
百
人
を
超
え
る
法
人
は

　
　
「
四
万
円
」
に
、
百
人
以
下
の
法
人

　
は
「
二
万
円
」
に
資
本
金
等
の
額
が

　
干
万
円
以
下
の
法
人
は
コ
万
二
千

　
円
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
非
課
税
限
度
額
は
七
十
万
円
に

　
　
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
ま

　
た
は
寡
婦
に
つ
い
て
の
非
課
税
限
度

　
額
は
、
年
所
得
六
十
万
円
か
ら
七
十

　
万
円
に
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

　
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
に

　
つ
い
て

　
昭
和
五
十
一
年
度
は
基
準
年
度
評

価
替
え
の
年
で
、
前
年
度
に
比
較
し

て
、
宅
地
に
つ
い
て
は
、
平
均
一
．

三
七
倍
、
農
地
は
一
・
一
倍
、
山
林

原
野
に
つ
い
て
は
一
・
二
倍
の
評
価

替
え
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
共

に
五
卜
年
度
の
課
税
標
準
額
に
対
す

る
五
レ
一
年
度
評
価
額
の
上
昇
割
合

に
応
じ
、
宅
地
等
に
つ
い
て
は
、
一

・
一
倍
か
ら
一
二
．
一
倍
の
税
額
と
な

り
農
地
に
つ
い
て
は
一
二
倍
か
ら

一
・
二
倍
の
税
額
と
な
り
ま
す
。

　
家
屋
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
卜
九

年
以
前
に
建
築
さ
ね
た
家
屋
は
据
置

き
、
五
十
年
中
に
建
築
さ
れ
た
分
か

ら
、
評
価
基
準
の
改
正
に
よ
り
、
木

造
に
あ
っ
て
は
、
一
・
五
倍
、
非
木

造
に
あ
っ
て
は
、
一
・
四
倍
の
L
昇

率
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
税
率
に
し
て
、
お
お
む
ね
三
卜
誕

引
さ
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役

所
税
務
課
（
曾
七
上
。
二
二
番
）
へ

お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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分銅

㊨o
台手動はかり

手動天びん

おもり

「

（
台
秤
）

0

定量増おもり　　ひよう量が
2駒以下。　140円
100勾以下。　　　210円
200匂以下。　　290円
500両以下．　480円
1t以下。　　960円

　感量がひょう量の
10，0GO分の1をこえる。　150円

10，000分の1。　　　　250円

◎
　
　

　
　
q

　
　
　
　
の

　
　
　
ド

　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　

　
～
i

　
、
－
・
；

　　　　，　　　9　　0　　●　o
■

●
9

等比皿手動はかり

望

棒はかり

　　ひよう量が

20匂以下。　　　110円

100匂以下．　　210円

200梅以下。　　　280円

500匂以下。　　470円

秤
）

．II

一
一　一

一　『曹

断

一

ひよう量が

80円

20匂以下。　　　35円

50勿以下。　　　45円

100釦以下。　　　80円

10“gをこえる。　135円

不等比皿手動はかり

ノ
棚

（
上
皿
桿
秤
）

200円

り

光電式

陀

600円

示　　　　は　　　　か
直線目盛以外の目盛ある

指

（
体
重
は
か
り

聯
，

器

老
　
　
1

　
　
『
1

／

（
料
金
は
か
り
）

’
／
／

；
妻

：
妻
釦

…
‡
…
p

①

垂
．
，

季
・

垂
零
F
■

圭
w

季
ー

垂
仁

…
蔓
畢

手
動
指

一
｝

4
一
』

　ヘルスメーター

日
◎

手
動
指
示
併
用
は
か
り

1愈麟
り　　　 か

0
0

『
D
72
4

100円　200κワ以下。

190円　500砺以下。

カ　
　
の
　
　
つ

量
下
下

う
以
以

　
匂
匂

よ
0
0

　
　
　
り

ひ
　
ー

直線目盛のみ

（
手
ぱ
か
り
）

35円
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5月からはじまります！

高校生問題を考える家庭教育講座、余暇を豊かに

するための市民講座が始まります．さあ、あなたも

公民館（本館）へ．申し込みは5月10日まで。電話

（7－5011）でもけっこうです．

わ
が
子
の
一
人
だ
ち
の
た
め
に

　
　
高
校
生
を
も
つ
親
の
役
割
を
考
え
る

＊
対
象
は
中
学
三
年
及
び
高
校
生

を
も
つ
両
親
で
す
。

＊
定
員
は
六
〇
名
で
す
。

＊
受
講
料
は
無
料
。
た
だ
し
参
考

　
書
と
し
て
、
羽
仁
進
著
「
放
任

　
主
義
」
　
（
カ
ッ
パ
・
ブ
ッ
ク
ス

　
五
五
〇
円
）
を
使
い
ま
す
。
希

　
望
者
は
申
し
込
み
を
。

＊
学
習
は
夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で

公
民
館
（
本
館
）
で
行
い
ま
す
。

＊
開
校
式
は
五
月
十
一
日
で
す
。

　
お
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
時
、

本
人
宛
名
（
住
所
氏
名
）
を
上

　
書
き
し
た
ハ
ガ
キ
三
枚
（
連
絡

　
用
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

軸嚇

1 5月11日1火） 開講式
　　　映画と学習σ）進め方 公民館

2 18帥火）
大人になるということ
　　　高校生の心と体

医　師

桑原貞子

3 25日（火1 今高校では
　　　方針～二実態

実業高校

野本郁太郎

4 6月8日㈹
一人だちのためのパスポート①

　　　進学と人生

大学・高校

専門講師

5
15日（火）

〃　　　　　　　②
就職と独学

6 22日（火） 出合いとふれ合い①
　　　孤独と友情

7
29日（火〉

〃　　　　　②
高校生と性

8 7月13日！火） 現代社会の迷い子
　　　高校生をとりまく環境

9
20日（火） 親子の別れ

　　　家出、自殺、独立

10 27日（火） 学習のまとめ

木彫り教室

ブローチ、盆、欄間な

ど木彫りの制作技術

を学ぶ

水曜夜
（20回）

川西中学校

庭野秀正

英会話教室
NHK「テレビ英会話」

（初級）をテキストに

英会話を学ぶ

水曜夜
（20回〉

十日町高校

関口和夫

料理教室
調理を学び、栄養、食

品衛生を考える

金曜昼
（20回）

栄養士

阿部久美子

焼物教室
焼物、石こうなど工

芸の制作技術を学ぶ

金曜夜
（20回）

十日町高校

堀田　正

ワラ細工教室
民芸品、実用品など

ワラ細工の制作技術

を学ぶ

金曜夜
（20回）

赤　倉

庭野忠郎

　
余
暇
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

＊
対
象
は
二
〇
歳
以
上
の
初
心
者

　
で
、
最
後
ま
で
出
席
で
き
る
人
。

＊
定
員
は
各
教
室
と
も
二
〇
名
（
料

　
理
の
み
三
〇
名
）
で
す
。

＊
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教
材

　
費
は
各
人
負
担
で
す
。

＊
学
習
は
十
一
月
ま
で
。
時
間
は

夜
七
時
か
ら
九
時
（
料
理
の
み

昼
一
時
半
か
ら
四
時
）
ま
で
公

民
館
（
本
館
）
で
行
い
ま
す
。

＊
学
習
成
果
は
十
一
月
の
市
民
文

化
祭
に
発
表
し
ま
す
。

＊
開
講
式
は
、
　
「
木
彫
り
」
　
「
英

　
会
話
」
が
五
月
十
九
日
。
　
「
料

　
理
」
ヒ
「
焼
物
」
　
「
ワ
ラ
細
工
」

　
が
二
十
一
日
で
す
。
お
い
で
く

　
だ
さ
い
。

＊
そ
の
時
、
本
人
宛
名
（
住
所
氏

　
名
）
を
上
書
き
し
た
ハ
ガ
キ
七

　
枚
（
連
絡
用
）
を
提
出
く
だ
さ
い
。

5》1””9fII“1”Blll”1””m”””””‘B””とお”93お劒「』5ゼ’』阪”1””””“1””ll”1”III”””””1，1””””1”ll”“IIll”””””“1”””ll““””””””””ll”””“”1”1昭和51年4月25日

5月から邑だま号が走ります

　
五
月
か
ら
こ
だ
ま
号

で
の
本
の
貸
出
し
を
始

め
ま
す
。
み
な
さ
ん
か

ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

本
を
い
っ
ぱ
い
積
ん
で

巡
回
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

＊
ど
な
た
で
も
無
料
で

　
借
り
ら
れ
ま
す
。

＊
一
人
二
冊
ま
で
、
二

　
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

＊
家
族
の
分
も
い
っ
し

　
ょ
に
借
り
ら
れ
ま
す
。

＊
昨
年
の
貸
出
券
が
あ

　
る
か
た
は
お
持
ち
を
。

＊
駐
車
時
間
は
三
〇
分

　
く
ら
い
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
公

　
民
館
（
本
館
）
へ
。

　
電
話
七
i
五
〇
一
一

　
有
線
　
五
二
九
一
〇

備麟騨・臨

9．20～9．50

r
一
轟
　
木

10．00～10．30

　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　・　一　　　　　　『　－　『

池　谷

10．50～11．20 1．30～2．00 2．30～3．00 5月は
水美下飛
佐
沢
島 条渡

（　　　（　　　（　　　（

7　6　5　4
日　日　日　日

乞120191唇
日　日　日　日
）　　　）　　　）　　　）

六吉中川

箇田条治
（　　　（　　　（　　　（

15141211
日　日　日　日

292826乞5
日　日　日　日
）　　　）　　　）　　　）

飛渡コース ト
魚 之田川 菅　沼 東枯木又

（第1・第3火曜）

　　　「藤木卯吉宅前
曽根藤一郎宅
脇

波形卯二宅入
口

岩田盤雄宅前 鎮守様

下条コース

（第1・第3水曜）

10．00～10．30 彗
：L40～2．10 犀30～3⑳10．50～11．20

一　一　　　　　　一

慶　地

12．40～1．2

　一　一　一

漉　野 上新田二　子
セ 水　ロ

半旨
冬
季 分校前 冬季分校下 東下組小下 下組分館前 公民館前

美佐島コース

（第1・第3木曜）

1．10～：L40 ：L50～2。10 2．20～2．40 3．00～3．30

田川町3 猿倉「弄池 赤　倉

八島勉宅脇 根津幸作宅前 小林唯七宅前
庭野福太郎宅
前

水沢コース

（第1・第3金曜）

9．30～10．00 10．20～10．50 11．00～11．30 1．30～2．00 2．20～2．50 3．00～3。50

大黒沢 細　尾 姿 当　間 水　沢 馬　場

公会堂前 作業所前

1』　　　一神社鳥居前

鎮守様
丸山醤油工場
脇

馬場小入口

9．10～9．40 950～10．20 10．30～11．00 12．20～1．00 1．20～1．50 2．10～2．40

川治コース
春日町 城之古 谷内丑 工場団地 関　根 長　里

（第2・第4火曜）

　　　1春日公園脇
小林桐材店前 集会所前 飯林㈱工場前 地蔵堂前 三叉路

中条コース

（第2・第4水曜）

910～9．40 9．50～10．20 10．30～11．OG 12．20～1．00 1．20～1．50 2．10～2．40

新　座 四日町新田 四日町 本町6 中条島 上　原

新座分館前 鎮守様
二瓶砂利㈱車
庫前

十日町シルク
入口

公民館前 交通公園入口

吉田コース

（第2・第4金曜）

9．40～10．10 10．30～11．00 11．10～11．40 ：L10～1．40 L50～2．20 2．30～3．00

鉢 高　島 南鐙坂 小　泉 山　谷 稲　葉

公民館付近 丸五商店脇 太田貞二宅前
生活改善セン・
ター

火の見やぐら
下

神社境内

六箇コース

（第2・第4土曜）

9．10～9．40 9．50～10．20 10．50～11．20

中　村 田　麦 島

南雲敏雄宅脇 公民館前 関口秀雄宅前
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5月からはじまります！

高校生問題を考える家庭教育講座、余暇を豊かに

するための市民講座が始まります．さあ、あなたも

公民館（本館）へ．申し込みは5月10日まで。電話

（7－5011）でもけっこうです．

わ
が
子
の
一
人
だ
ち
の
た
め
に

　
　
高
校
生
を
も
つ
親
の
役
割
を
考
え
る

＊
対
象
は
中
学
三
年
及
び
高
校
生

を
も
つ
両
親
で
す
。

＊
定
員
は
六
〇
名
で
す
。

＊
受
講
料
は
無
料
。
た
だ
し
参
考

　
書
と
し
て
、
羽
仁
進
著
「
放
任

　
主
義
」
　
（
カ
ッ
パ
・
ブ
ッ
ク
ス

　
五
五
〇
円
）
を
使
い
ま
す
。
希

　
望
者
は
申
し
込
み
を
。

＊
学
習
は
夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で

公
民
館
（
本
館
）
で
行
い
ま
す
。

＊
開
校
式
は
五
月
十
一
日
で
す
。

　
お
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
時
、

本
人
宛
名
（
住
所
氏
名
）
を
上

　
書
き
し
た
ハ
ガ
キ
三
枚
（
連
絡

　
用
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

軸嚇

1 5月11日1火） 開講式
　　　映画と学習σ）進め方 公民館

2 18帥火）
大人になるということ
　　　高校生の心と体

医　師

桑原貞子

3 25日（火1 今高校では
　　　方針～二実態

実業高校

野本郁太郎

4 6月8日㈹
一人だちのためのパスポート①

　　　進学と人生

大学・高校

専門講師

5
15日（火）

〃　　　　　　　②
就職と独学

6 22日（火） 出合いとふれ合い①
　　　孤独と友情

7
29日（火〉

〃　　　　　②
高校生と性

8 7月13日！火） 現代社会の迷い子
　　　高校生をとりまく環境

9
20日（火） 親子の別れ

　　　家出、自殺、独立

10 27日（火） 学習のまとめ

木彫り教室

ブローチ、盆、欄間な

ど木彫りの制作技術

を学ぶ

水曜夜
（20回）

川西中学校

庭野秀正

英会話教室
NHK「テレビ英会話」

（初級）をテキストに

英会話を学ぶ

水曜夜
（20回〉

十日町高校

関口和夫

料理教室
調理を学び、栄養、食

品衛生を考える

金曜昼
（20回）

栄養士

阿部久美子

焼物教室
焼物、石こうなど工

芸の制作技術を学ぶ

金曜夜
（20回）

十日町高校

堀田　正

ワラ細工教室
民芸品、実用品など

ワラ細工の制作技術

を学ぶ

金曜夜
（20回）

赤　倉

庭野忠郎

　
余
暇
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

＊
対
象
は
二
〇
歳
以
上
の
初
心
者

　
で
、
最
後
ま
で
出
席
で
き
る
人
。

＊
定
員
は
各
教
室
と
も
二
〇
名
（
料

　
理
の
み
三
〇
名
）
で
す
。

＊
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教
材

　
費
は
各
人
負
担
で
す
。

＊
学
習
は
十
一
月
ま
で
。
時
間
は

夜
七
時
か
ら
九
時
（
料
理
の
み

昼
一
時
半
か
ら
四
時
）
ま
で
公

民
館
（
本
館
）
で
行
い
ま
す
。

＊
学
習
成
果
は
十
一
月
の
市
民
文

化
祭
に
発
表
し
ま
す
。

＊
開
講
式
は
、
　
「
木
彫
り
」
　
「
英

　
会
話
」
が
五
月
十
九
日
。
　
「
料

　
理
」
ヒ
「
焼
物
」
　
「
ワ
ラ
細
工
」

　
が
二
十
一
日
で
す
。
お
い
で
く

　
だ
さ
い
。

＊
そ
の
時
、
本
人
宛
名
（
住
所
氏

　
名
）
を
上
書
き
し
た
ハ
ガ
キ
七

　
枚
（
連
絡
用
）
を
提
出
く
だ
さ
い
。

5》1””9fII“1”Blll”1””m”””””‘B””とお”93お劒「』5ゼ’』阪”1””””“1””ll”1”III”””””1，1””””1”ll”“IIll”””””“1”””ll““””””””””ll”””“”1”1昭和51年4月25日

5月から邑だま号が走ります

　
五
月
か
ら
こ
だ
ま
号

で
の
本
の
貸
出
し
を
始

め
ま
す
。
み
な
さ
ん
か

ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

本
を
い
っ
ぱ
い
積
ん
で

巡
回
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

＊
ど
な
た
で
も
無
料
で

　
借
り
ら
れ
ま
す
。

＊
一
人
二
冊
ま
で
、
二

　
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

＊
家
族
の
分
も
い
っ
し

　
ょ
に
借
り
ら
れ
ま
す
。

＊
昨
年
の
貸
出
券
が
あ

　
る
か
た
は
お
持
ち
を
。

＊
駐
車
時
間
は
三
〇
分

　
く
ら
い
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
公

　
民
館
（
本
館
）
へ
。

　
電
話
七
i
五
〇
一
一

　
有
線
　
五
二
九
一
〇

備麟騨・臨

9．20～9．50

r
一
轟
　
木

10．00～10．30

　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　・　一　　　　　　『　－　『

池　谷

10．50～11．20 1．30～2．00 2．30～3．00 5月は
水美下飛
佐
沢
島 条渡

（　　　（　　　（　　　（

7　6　5　4
日　日　日　日

乞120191唇
日　日　日　日
）　　　）　　　）　　　）

六吉中川

箇田条治
（　　　（　　　（　　　（

15141211
日　日　日　日

292826乞5
日　日　日　日
）　　　）　　　）　　　）

飛渡コース ト
魚 之田川 菅　沼 東枯木又

（第1・第3火曜）

　　　「藤木卯吉宅前
曽根藤一郎宅
脇

波形卯二宅入
口

岩田盤雄宅前 鎮守様

下条コース

（第1・第3水曜）

10．00～10．30 彗
：L40～2．10 犀30～3⑳10．50～11．20

一　一　　　　　　一

慶　地

12．40～1．2

　一　一　一

漉　野 上新田二　子
セ 水　ロ

半旨
冬
季 分校前 冬季分校下 東下組小下 下組分館前 公民館前

美佐島コース

（第1・第3木曜）

1．10～：L40 ：L50～2。10 2．20～2．40 3．00～3．30

田川町3 猿倉「弄池 赤　倉

八島勉宅脇 根津幸作宅前 小林唯七宅前
庭野福太郎宅
前

水沢コース

（第1・第3金曜）

9．30～10．00 10．20～10．50 11．00～11．30 1．30～2．00 2．20～2．50 3．00～3。50

大黒沢 細　尾 姿 当　間 水　沢 馬　場

公会堂前 作業所前

1』　　　一神社鳥居前

鎮守様
丸山醤油工場
脇

馬場小入口

9．10～9．40 950～10．20 10．30～11．00 12．20～1．00 1．20～1．50 2．10～2．40

川治コース
春日町 城之古 谷内丑 工場団地 関　根 長　里

（第2・第4火曜）

　　　1春日公園脇
小林桐材店前 集会所前 飯林㈱工場前 地蔵堂前 三叉路

中条コース

（第2・第4水曜）

910～9．40 9．50～10．20 10．30～11．OG 12．20～1．00 1．20～1．50 2．10～2．40

新　座 四日町新田 四日町 本町6 中条島 上　原

新座分館前 鎮守様
二瓶砂利㈱車
庫前

十日町シルク
入口

公民館前 交通公園入口

吉田コース

（第2・第4金曜）

9．40～10．10 10．30～11．00 11．10～11．40 ：L10～1．40 L50～2．20 2．30～3．00

鉢 高　島 南鐙坂 小　泉 山　谷 稲　葉

公民館付近 丸五商店脇 太田貞二宅前
生活改善セン・
ター

火の見やぐら
下

神社境内

六箇コース

（第2・第4土曜）

9．10～9．40 9．50～10．20 10．50～11．20

中　村 田　麦 島

南雲敏雄宅脇 公民館前 関口秀雄宅前
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踊
鋤
特
別
優
遇
制
度
の
ご
利
用
を

　
共
有
林
あ
る
い
は
、
数
人
の
林
野

な
ど
の
植
林
や
手
入
れ
は
、
森
林
組

合
を
利
用
す
る
と
大
変
有
利
で
す
。

　
つ
ぎ
の
団
地
造
林
制
度
を
ご
理
解

の
う
え
地
域
ぐ
る
み
で
大
い
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
□
実
施
条
件

　
千
五
百
摺
の
区
域
内
で
、
数
人
の

林
野
を
合
わ
せ
て
十
診
（
一
ヵ
所
の

地
続
き
の
造
林
面
積
は
一
診
以
上
）

以
上
の
所
を
、
三
ヵ
年
継
続
で
森
林

組
合
が
造
林
し
ま
す
。

　
■
補
助
内
容

〈
一
年
目
〉

　
造
林
補
助
金
（
一
沿
当
た
り
）

　
土
地
傾
斜
が
二
〇
度
以
上
の
場
合

（
階
段
造
林
）
六
十
万
五
千
円
、
土

四
月

衛
生
的
な
環
境
を
と
と
の
え
よ
う

　
春
の
大
掃
除
は
大
事
な
行
事
で
す
。

ま
ず
身
の
ま
わ
り
の
整
理
、
整
と
ん
か

ら
は
じ
め
て
、
わ

た
く
し
た
ち
の
住

む
環
境
を
よ
り
衛

生
的
な
こ
こ
ろ
よ

い
も
の
と
し
ま
し

ょ
う
。
ハ
エ
や
ゴ

キ
ブ
リ
も
駆
除
し

ょ
う
。

地
傾
斜
が
二
〇
度
以
下
の
場
合
（
普

通
造
林
）
三
十
一
万
七
干
円
。

　
作
業
路
開
設
補
助

　
造
林
面
積
が
十
諺
の
場
合
は
、
延

長
五
百
層
前
後
を
森
林
組
合
が
開
設

（
幅
員
二
～
三
層
）
。

〈
二
～
六
年
目
〉

　
保
育
事
業
補
助
金
（
一
沿
当
た
り
）

　
下
刈
り
、
施
肥
に
対
し
て
、
一
年

当
た
り
一
万
七
千
円
を
五
ヵ
年
間
補

助
。

　
申
し
込
み
先
等

　
五
月
二
十
日
ま
で
に
森
林
組
合
へ
。

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

　
五
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に

第
十
三
回
商
業
統
計
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
卸
売
業
、

小
売
業
、
飲
食
店
に
属
す
る
す
べ
て

の
商
店
を
も
れ
な
く
調
査
す
る
い
わ

ば
「
商
店
の
国
勢
調
査
」
と
も
い
う

べ
き
も
の
で
す
。
本
市
で
は
、
つ
ぎ

の
四
十
名
の
方
が
調
査
に
伺
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
明
の
点
は
、
市
役
所
商
工
課
統

計
係
（
魯
七
－
三
二
一
番
）
へ
お

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
調
査
員
氏
名

　
〔
下
条
〕
小
林
鉄
雄
、
村
山
悦
司
、

水
落
武
〔
中
条
〕
池
田
一
雄
、
中
林

栄
三
郎
、
小
宮
山
慶
一
、
佐
藤
伍
作
、

樋
熊
茂
夫
、
池
田
伊
勢
松
〔
十
日
町
〕

庭
野
栄
松
、
小
海
義
輝
、
根
津
哲
夫
、

佐
藤
正
彦
、
小
川
修
平
、
中
林
順
治
、

関
口
英
夫
、
村
山
義
政
、
田
口
勝
、

田
村
孝
次
郎
、
徳
永
泰
三
、
矢
口
辰

幸
、
柳
貞
子
、
服
部
ナ
、
、
主
、
山
田

真
佐
栄
、
小
杉
邦
子
、
高
橋
米
蔵
、

岩
田
正
孝
、
小
宮
山
正
己
〔
川
治
〕

高
橋
ヒ
サ
、
阿
部
重
吉
、
須
藤
彦
四

郎
、
樋
口
彰
〔
六
箇
〕
小
杉
茂
〔
水

沢
〕
宮
沢
壮
一
、
上
村
巌
、
保
坂
巌
、

福
島
正
幸
〔
吉
田
〕
長
野
利
雄
、
尾

身
正
作
、
栗
林
鎌
一
。

土
市
第
五
な
ど
行
政

区
域
を
新
設

　
去
る
四
月
一
日
よ
り
つ
ぎ
の
行
政

区
域
の
新
設
、
分
割
及
び
．
部
変
更

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
土
市
第
五
…
…
土
市
第
二
の
飯
山

　
線
よ
り
西
側
、
幸
町
ま
で
の
範
囲

　
を
土
市
第
五
と
す
る
（
太
田
島
第

　
三
の
一
部
を
含
む
）
。

　
鉢
第
一
、
第
二
…
：
鉢
本
村
を
第

　
一
、
真
田
小
学
校
付
近
を
第
二
と

す
る
。

高
田
町
三
丁
目
東
の
範
囲
変
更
…

…
飯
山
線
よ
り
西
側
の
高
田
町
二

丁
目
の
部
分
を
高
田
町
三
丁
目
東

に
編
入
す
る
。

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査

会
を
開
催

日
時
（
予
定
）
五
月
十
九
日
（
水
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時
。

場
所
　
新
潟
県
中
越
婦
人
会
館

（
長
岡
市
城
内
町
一
）

持
参
す
る
も
の
①
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
②
所
轄

警
察
署
か
ら
交
付
を
受
げ
た
銃
砲

刀
剣
類
発
見
届
出
証
③
登
録
手
数

料
（
一
件
に
つ
き
五
百
円
）
④
申

請
者
の
印
鑑
。

戸
籍
の
謄
・
抄
本
は
一
通

二
百
円
に

　
こ
の
ほ
ど
、
戸
籍
手
数
料
令
が
改

正
さ
れ
、
五
月
一
日
か
ら
戸
籍
の
謄
・

抄
の
手
数
料
は
、
枚
数
に
関
係
な
く

一
通
に
つ
き
二
百
円
と
な
り
ま
す
。

　
改
正
さ
れ
る
主
な
手
数
料
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
戸
籍
の
謄
・
抄
本
等
を
郵

便
で
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
現

金
書
留
か
、
郵
便
局
の
定
額
小
為
替

で
手
数
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。
特

に
、
定
額
小
為
替
は
百
円
単
位
の
送

金
に
便
利
で
、
干
円
以
ド
の
送
金
の

場
合
わ
ず
か
十
円
で
す
か
ら
、
手
軽

に
利
用
で
き
ま
す
。
郵
便
切
手
で
手

数
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

届除戸届上受除戸除戸
書籍籍謙理醗籍籍

翻殼駆難照
閲閲閲灘明盟励
覧覧覧書姻書明明本本

区
分

書一一　 一一　一証証…一
類戸　戸　　　　　　明　明
一籍籍　通　通事事通通
件　　　　　　　　　項項
　　　　　＿　』　　　　　　　　　一　一

　　　　　件件
百二百　八　百二百二≡
　百　　百　　百　　白百
円円円　円　円円円円円

手
数
料

地
す
べ
り
等
に
ご
注
意

　
例
年
、
融
雪
期
や
雨
季
に
は
、
崖

く
ず
れ
や
山
く
ず
れ
、
地
す
べ
り
等

が
発
生
し
や
す
い
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
地
す
べ
り
等
の
発
生

し
や
す
い
地
域
で
は
、
盛
土
や
山
の

切
取
り
な
ど
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
不
幸
に
し
て
、
地
す
べ
り
等

が
発
生
し
た
と
き
は
、
土
砂
の
流
れ

る
方
向
と
直
角
の
方
向
で
安
全
な
所

に
す
み
や
か
に
避
難
で
き
る
よ
う
ふ

だ
ん
か
ら
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
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踏
切
事
故
防
止
の
お
願
い

　
飯
山
線
に
は
百
七
十
三
ヵ
所
の
踏

切
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
市
内
で
も

別
掲
の
よ
う
な
大
き
な
事
故
が
発
生
、

多
く
の
死
傷
者
が
で
た
ば
か
り
か
、

使
用
不
能
の
車
輌
も
で
て
お
り
ま
す
。

　
踏
切
通
行
の
際
は
、
つ
ぎ
の
こ
と

を
守
っ
て
事
故
の
な
い
よ
う
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

・
必
ず
止
ま
っ
て
左
右
の
安
全
を
確

　
か
め
る
。

・
警
報
機
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
は
絶

　
対
に
渡
ら
な
い
。

・
狭
い
踏
切
を
さ
け
て
安
全
な
踏
切

2
日

3
日

5
日

9
日

お
日

23
日

30
日

を
通
り
ま
し
ょ
う
。

・
踏
切
上
で
車
が
動
け
な
く
な
っ
た

　
と
き
は
、
ま
ず
列
車
を
止
め
る
手

配
を
（
事
前
に
列
車
を
停
止
さ
せ

る
手
配
を
し
て
い
た
だ
き
、
事
故

を
未
然
に
防
止
し
た
と
き
は
賠
償

金
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
）
。

春
季
消
防
演
習
を
実
施

　
市
消
防
団
春
季
消
防
演
習
は
五
月

二
日
午
前
八
時
半
、
十
日
町
高
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
当
日

は
、
早
朝
か
ら
サ
イ
レ
ン
及
び
半
鐘
を

鳴
ら
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と　き　5月27日㊧午時10時～午後3時

ところ　十日町専門店会（昭和町2）

　※詳しくは保健課へおたずねください。

市内の主な踏切事故

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
魯
2
の
2
1
7
6
番
…

富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
曾
2
の
3
2
6
9
番
…

庭
野
医
院
（
神
明
町
）

　
　
費
2
の
2
7
1
1
番
…

中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
曾
7
の
3
0
1
8
番
…

大
島
医
院
川
原
町
）

　
　
　
魯
2
の
2
9
5
7
番
…

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
　
奮
2
の
3
2
7
6
番
㎜

十
日
町
病
院
繭
町
・
画
…

　
　
　
魯
7
の
5
5
6
6
番
皿

一献血車日程

5月26日㊧午前10時～午後3時

関芳織物㈱　関芳会館
とき
ところ

明日といわず今献血しましょう

発生日 場　　所 概　　　　要

50年

9月28日

土　市～十日町

　　塩手窪

ガーデントラクターが一時停止
せず進入
ガートラ大破
運転者重傷、’列車前部破損

51年

1月30日

魚沼中条～下条

　　飛　渡

道路除雪者が線路内に入り

即死

51年

3月14日

越後岩沢～下条

　第2貝野川

乗用車が一時停止せず進入、自
動車大破
1名即死、3名重傷
列車前頭車大破

身
体
障
害
者
福
祉
強

調
運
動
に
ち
な
む
郵

便
葉
書
を
発
行

　
四
月
二
十
日
よ
り
身
体
障
害
者
福

祉
強
調
運
動
に
ち
な
み
、
青
い
鳥
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
二
十
円
郵
便
葉
書
を

発
行
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
重
度
の
身
体
障
害
者
（
一

級
、
二
級
）
で
満
六
歳
以
上
の
方
に

は
、
同
葉
書
を
一
人
二
十
枚
差
し
あ

げ
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
五
月
十
日
ま
で

に
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参
の
上
、

郵
便
局
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

停
電
の
お
し
ら
せ

　
▽
五
月
十
一
日
…
…
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
、
稲
葉
～
石
橋
～
山

谷
～
小
泉
の
一
部
　
▽
五
月
十
四
日

…
…
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、

川
治
下
町
一
、
二
、
三
～
山
本
一
の

一
部
▽
五
月
十
七
日
…
…
午
前
九

時
～
午
後
一
時
ま
で
、
山
本
五
の
一

部
～
本
町
一
上
、
下
～
本
町
東
一
～

本
町
二
～
本
町
三
の
一
部
～
諏
訪
町

の
一
部
～
宮
下
町
東
、
西
　
▽
五
月

二
十
一
日
…
…
午
前
九
時
～
午
後
一

時
ま
で
、
妻
有
町
東
一
、
二
～
妻
有

町
西
二
、
三
　
▽
五
月
二
十
五
日
…

…
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
学

校
町
一
の
一
部
～
学
校
町
二
　
▽
五

月
二
十
六
日
…
…
午
前
九
時
～
午
後

一
時
ま
で
、
稲
荷
町
三
南
～
丸
山
町

の
一
部
。

　
福
祉
年
金
証
書
の
提
出

　
は
五
丹
二
十
日
ま
で
に

　
五
月
六
日
よ
り
福
祉
年
金
の
支
払

い
が
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
の
で

該
当
さ
れ
る
方
は
、
指
定
郵
便
局
で

五
月
期
の
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ

い
Q

　
な
お
、
所
得
の
審
査
が
あ
り
ま
す

の
で
、
福
祉
年
金
証
書
を
五
月
二
十

日
ま
で
に
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
又
は
各
出
張
所
へ
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

大
島
敬
策
氏
が
百
万
円

を
寄
付

　
こ
の
ほ
ど
大
島
敬
策
氏
（
西
寺
町

㈱
大
島
電
気
商
会
社
長
）
は
、
郷
土

資
料
館
建
設
資
金
と
し
て
市
に
百
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

樋
ロ
金
松
氏
が
百
万
円

　
を
寄
付

　
こ
の
ほ
ど
樋
口
金
松
氏
（
高
山
、
㈱

樋
口
商
店
社
長
）
は
、
郷
土
資
料
館

建
設
資
金
と
し
て
市
に
百
万
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。

保
育
所
と
小
学
校
へ
盛

　
り
花
を
贈
る

　
田
中
昭
治
（
稲
荷
町
四
、
田
中
造

園
）
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
、
市
内
の
保

育
所
や
小
学
校
の
入
学
式
に
飾
っ
て

欲
し
い
と
盛
り
花
を
贈
り
、
こ
ど
も

や
父
兄
達
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
広
報
コ
ン
ク

　
ー
ル
で
佳
作
に
入
選

　
国
民
年
金
普
及
推
進
行
事
の
ひ
と

つ
と
し
て
募
集
し
て
い
た
国
民
年
金

市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
十
日

町
市
発
行
の
年
金
特
集
が
佳
作
に
入

選
し
ま
し
た
。
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踊
鋤
特
別
優
遇
制
度
の
ご
利
用
を

　
共
有
林
あ
る
い
は
、
数
人
の
林
野

な
ど
の
植
林
や
手
入
れ
は
、
森
林
組

合
を
利
用
す
る
と
大
変
有
利
で
す
。

　
つ
ぎ
の
団
地
造
林
制
度
を
ご
理
解

の
う
え
地
域
ぐ
る
み
で
大
い
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
□
実
施
条
件

　
千
五
百
摺
の
区
域
内
で
、
数
人
の

林
野
を
合
わ
せ
て
十
診
（
一
ヵ
所
の

地
続
き
の
造
林
面
積
は
一
診
以
上
）

以
上
の
所
を
、
三
ヵ
年
継
続
で
森
林

組
合
が
造
林
し
ま
す
。

　
■
補
助
内
容

〈
一
年
目
〉

　
造
林
補
助
金
（
一
沿
当
た
り
）

　
土
地
傾
斜
が
二
〇
度
以
上
の
場
合

（
階
段
造
林
）
六
十
万
五
千
円
、
土

四
月

衛
生
的
な
環
境
を
と
と
の
え
よ
う

　
春
の
大
掃
除
は
大
事
な
行
事
で
す
。

ま
ず
身
の
ま
わ
り
の
整
理
、
整
と
ん
か

ら
は
じ
め
て
、
わ

た
く
し
た
ち
の
住

む
環
境
を
よ
り
衛

生
的
な
こ
こ
ろ
よ

い
も
の
と
し
ま
し

ょ
う
。
ハ
エ
や
ゴ

キ
ブ
リ
も
駆
除
し

ょ
う
。

地
傾
斜
が
二
〇
度
以
下
の
場
合
（
普

通
造
林
）
三
十
一
万
七
干
円
。

　
作
業
路
開
設
補
助

　
造
林
面
積
が
十
諺
の
場
合
は
、
延

長
五
百
層
前
後
を
森
林
組
合
が
開
設

（
幅
員
二
～
三
層
）
。

〈
二
～
六
年
目
〉

　
保
育
事
業
補
助
金
（
一
沿
当
た
り
）

　
下
刈
り
、
施
肥
に
対
し
て
、
一
年

当
た
り
一
万
七
千
円
を
五
ヵ
年
間
補

助
。

　
申
し
込
み
先
等

　
五
月
二
十
日
ま
で
に
森
林
組
合
へ
。

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

　
五
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に

第
十
三
回
商
業
統
計
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
卸
売
業
、

小
売
業
、
飲
食
店
に
属
す
る
す
べ
て

の
商
店
を
も
れ
な
く
調
査
す
る
い
わ

ば
「
商
店
の
国
勢
調
査
」
と
も
い
う

べ
き
も
の
で
す
。
本
市
で
は
、
つ
ぎ

の
四
十
名
の
方
が
調
査
に
伺
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
明
の
点
は
、
市
役
所
商
工
課
統

計
係
（
魯
七
－
三
二
一
番
）
へ
お

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
調
査
員
氏
名

　
〔
下
条
〕
小
林
鉄
雄
、
村
山
悦
司
、

水
落
武
〔
中
条
〕
池
田
一
雄
、
中
林

栄
三
郎
、
小
宮
山
慶
一
、
佐
藤
伍
作
、

樋
熊
茂
夫
、
池
田
伊
勢
松
〔
十
日
町
〕

庭
野
栄
松
、
小
海
義
輝
、
根
津
哲
夫
、

佐
藤
正
彦
、
小
川
修
平
、
中
林
順
治
、

関
口
英
夫
、
村
山
義
政
、
田
口
勝
、

田
村
孝
次
郎
、
徳
永
泰
三
、
矢
口
辰

幸
、
柳
貞
子
、
服
部
ナ
、
、
主
、
山
田

真
佐
栄
、
小
杉
邦
子
、
高
橋
米
蔵
、

岩
田
正
孝
、
小
宮
山
正
己
〔
川
治
〕

高
橋
ヒ
サ
、
阿
部
重
吉
、
須
藤
彦
四

郎
、
樋
口
彰
〔
六
箇
〕
小
杉
茂
〔
水

沢
〕
宮
沢
壮
一
、
上
村
巌
、
保
坂
巌
、

福
島
正
幸
〔
吉
田
〕
長
野
利
雄
、
尾

身
正
作
、
栗
林
鎌
一
。

土
市
第
五
な
ど
行
政

区
域
を
新
設

　
去
る
四
月
一
日
よ
り
つ
ぎ
の
行
政

区
域
の
新
設
、
分
割
及
び
．
部
変
更

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
土
市
第
五
…
…
土
市
第
二
の
飯
山

　
線
よ
り
西
側
、
幸
町
ま
で
の
範
囲

　
を
土
市
第
五
と
す
る
（
太
田
島
第

　
三
の
一
部
を
含
む
）
。

　
鉢
第
一
、
第
二
…
：
鉢
本
村
を
第

　
一
、
真
田
小
学
校
付
近
を
第
二
と

す
る
。

高
田
町
三
丁
目
東
の
範
囲
変
更
…

…
飯
山
線
よ
り
西
側
の
高
田
町
二

丁
目
の
部
分
を
高
田
町
三
丁
目
東

に
編
入
す
る
。

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査

会
を
開
催

日
時
（
予
定
）
五
月
十
九
日
（
水
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時
。

場
所
　
新
潟
県
中
越
婦
人
会
館

（
長
岡
市
城
内
町
一
）

持
参
す
る
も
の
①
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
②
所
轄

警
察
署
か
ら
交
付
を
受
げ
た
銃
砲

刀
剣
類
発
見
届
出
証
③
登
録
手
数

料
（
一
件
に
つ
き
五
百
円
）
④
申

請
者
の
印
鑑
。

戸
籍
の
謄
・
抄
本
は
一
通

二
百
円
に

　
こ
の
ほ
ど
、
戸
籍
手
数
料
令
が
改

正
さ
れ
、
五
月
一
日
か
ら
戸
籍
の
謄
・

抄
の
手
数
料
は
、
枚
数
に
関
係
な
く

一
通
に
つ
き
二
百
円
と
な
り
ま
す
。

　
改
正
さ
れ
る
主
な
手
数
料
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
戸
籍
の
謄
・
抄
本
等
を
郵

便
で
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
現

金
書
留
か
、
郵
便
局
の
定
額
小
為
替

で
手
数
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。
特

に
、
定
額
小
為
替
は
百
円
単
位
の
送

金
に
便
利
で
、
干
円
以
ド
の
送
金
の

場
合
わ
ず
か
十
円
で
す
か
ら
、
手
軽

に
利
用
で
き
ま
す
。
郵
便
切
手
で
手

数
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

届除戸届上受除戸除戸
書籍籍謙理醗籍籍

翻殼駆難照
閲閲閲灘明盟励
覧覧覧書姻書明明本本

区
分

書一一　 一一　一証証…一
類戸　戸　　　　　　明　明
一籍籍　通　通事事通通
件　　　　　　　　　項項
　　　　　＿　』　　　　　　　　　一　一

　　　　　件件
百二百　八　百二百二≡
　百　　百　　百　　白百
円円円　円　円円円円円

手
数
料

地
す
べ
り
等
に
ご
注
意

　
例
年
、
融
雪
期
や
雨
季
に
は
、
崖

く
ず
れ
や
山
く
ず
れ
、
地
す
べ
り
等

が
発
生
し
や
す
い
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
地
す
べ
り
等
の
発
生

し
や
す
い
地
域
で
は
、
盛
土
や
山
の

切
取
り
な
ど
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
不
幸
に
し
て
、
地
す
べ
り
等

が
発
生
し
た
と
き
は
、
土
砂
の
流
れ

る
方
向
と
直
角
の
方
向
で
安
全
な
所

に
す
み
や
か
に
避
難
で
き
る
よ
う
ふ

だ
ん
か
ら
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
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踏
切
事
故
防
止
の
お
願
い

　
飯
山
線
に
は
百
七
十
三
ヵ
所
の
踏

切
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
市
内
で
も

別
掲
の
よ
う
な
大
き
な
事
故
が
発
生
、

多
く
の
死
傷
者
が
で
た
ば
か
り
か
、

使
用
不
能
の
車
輌
も
で
て
お
り
ま
す
。

　
踏
切
通
行
の
際
は
、
つ
ぎ
の
こ
と

を
守
っ
て
事
故
の
な
い
よ
う
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

・
必
ず
止
ま
っ
て
左
右
の
安
全
を
確

　
か
め
る
。

・
警
報
機
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
は
絶

　
対
に
渡
ら
な
い
。

・
狭
い
踏
切
を
さ
け
て
安
全
な
踏
切

2
日

3
日

5
日

9
日

お
日

23
日

30
日

を
通
り
ま
し
ょ
う
。

・
踏
切
上
で
車
が
動
け
な
く
な
っ
た

　
と
き
は
、
ま
ず
列
車
を
止
め
る
手

配
を
（
事
前
に
列
車
を
停
止
さ
せ

る
手
配
を
し
て
い
た
だ
き
、
事
故

を
未
然
に
防
止
し
た
と
き
は
賠
償

金
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
）
。

春
季
消
防
演
習
を
実
施

　
市
消
防
団
春
季
消
防
演
習
は
五
月

二
日
午
前
八
時
半
、
十
日
町
高
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
当
日

は
、
早
朝
か
ら
サ
イ
レ
ン
及
び
半
鐘
を

鳴
ら
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と　き　5月27日㊧午時10時～午後3時

ところ　十日町専門店会（昭和町2）

　※詳しくは保健課へおたずねください。

市内の主な踏切事故

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
魯
2
の
2
1
7
6
番
…

富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
曾
2
の
3
2
6
9
番
…

庭
野
医
院
（
神
明
町
）

　
　
費
2
の
2
7
1
1
番
…

中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
曾
7
の
3
0
1
8
番
…

大
島
医
院
川
原
町
）

　
　
　
魯
2
の
2
9
5
7
番
…

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
　
奮
2
の
3
2
7
6
番
㎜

十
日
町
病
院
繭
町
・
画
…

　
　
　
魯
7
の
5
5
6
6
番
皿

一献血車日程

5月26日㊧午前10時～午後3時

関芳織物㈱　関芳会館
とき
ところ

明日といわず今献血しましょう

発生日 場　　所 概　　　　要

50年

9月28日

土　市～十日町

　　塩手窪

ガーデントラクターが一時停止
せず進入
ガートラ大破
運転者重傷、’列車前部破損

51年

1月30日

魚沼中条～下条

　　飛　渡

道路除雪者が線路内に入り

即死

51年

3月14日

越後岩沢～下条

　第2貝野川

乗用車が一時停止せず進入、自
動車大破
1名即死、3名重傷
列車前頭車大破

身
体
障
害
者
福
祉
強

調
運
動
に
ち
な
む
郵

便
葉
書
を
発
行

　
四
月
二
十
日
よ
り
身
体
障
害
者
福

祉
強
調
運
動
に
ち
な
み
、
青
い
鳥
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
二
十
円
郵
便
葉
書
を

発
行
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
重
度
の
身
体
障
害
者
（
一

級
、
二
級
）
で
満
六
歳
以
上
の
方
に

は
、
同
葉
書
を
一
人
二
十
枚
差
し
あ

げ
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
五
月
十
日
ま
で

に
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参
の
上
、

郵
便
局
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

停
電
の
お
し
ら
せ

　
▽
五
月
十
一
日
…
…
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
、
稲
葉
～
石
橋
～
山

谷
～
小
泉
の
一
部
　
▽
五
月
十
四
日

…
…
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、

川
治
下
町
一
、
二
、
三
～
山
本
一
の

一
部
▽
五
月
十
七
日
…
…
午
前
九

時
～
午
後
一
時
ま
で
、
山
本
五
の
一

部
～
本
町
一
上
、
下
～
本
町
東
一
～

本
町
二
～
本
町
三
の
一
部
～
諏
訪
町

の
一
部
～
宮
下
町
東
、
西
　
▽
五
月

二
十
一
日
…
…
午
前
九
時
～
午
後
一

時
ま
で
、
妻
有
町
東
一
、
二
～
妻
有

町
西
二
、
三
　
▽
五
月
二
十
五
日
…

…
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
学

校
町
一
の
一
部
～
学
校
町
二
　
▽
五

月
二
十
六
日
…
…
午
前
九
時
～
午
後

一
時
ま
で
、
稲
荷
町
三
南
～
丸
山
町

の
一
部
。

　
福
祉
年
金
証
書
の
提
出

　
は
五
丹
二
十
日
ま
で
に

　
五
月
六
日
よ
り
福
祉
年
金
の
支
払

い
が
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
の
で

該
当
さ
れ
る
方
は
、
指
定
郵
便
局
で

五
月
期
の
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ

い
Q

　
な
お
、
所
得
の
審
査
が
あ
り
ま
す

の
で
、
福
祉
年
金
証
書
を
五
月
二
十

日
ま
で
に
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
又
は
各
出
張
所
へ
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

大
島
敬
策
氏
が
百
万
円

を
寄
付

　
こ
の
ほ
ど
大
島
敬
策
氏
（
西
寺
町

㈱
大
島
電
気
商
会
社
長
）
は
、
郷
土

資
料
館
建
設
資
金
と
し
て
市
に
百
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

樋
ロ
金
松
氏
が
百
万
円

　
を
寄
付

　
こ
の
ほ
ど
樋
口
金
松
氏
（
高
山
、
㈱

樋
口
商
店
社
長
）
は
、
郷
土
資
料
館

建
設
資
金
と
し
て
市
に
百
万
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。

保
育
所
と
小
学
校
へ
盛

　
り
花
を
贈
る

　
田
中
昭
治
（
稲
荷
町
四
、
田
中
造

園
）
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
、
市
内
の
保

育
所
や
小
学
校
の
入
学
式
に
飾
っ
て

欲
し
い
と
盛
り
花
を
贈
り
、
こ
ど
も

や
父
兄
達
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
広
報
コ
ン
ク

　
ー
ル
で
佳
作
に
入
選

　
国
民
年
金
普
及
推
進
行
事
の
ひ
と

つ
と
し
て
募
集
し
て
い
た
国
民
年
金

市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
十
日

町
市
発
行
の
年
金
特
集
が
佳
作
に
入

選
し
ま
し
た
。
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日
本
脳
炎
予
防

接
種
の
日
程

▽
対
象
者
　
満
三
歳
以
上
入
学
前
及

び
満
五
十
五
歳
以
上
六
十
四
歳
ま
で

　
　
　
　
の
人
で
今
回
申
し
込
み
を

尿
病
患
者
、

防
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適
当
と
認

め
ら
れ
る
者
O
ア
レ
ル
ギ
ー
、
け
い

れ
ん
体
質
者
O
妊
産
婦
O
結
核
、
胸

腺
リ
ン
パ
体
質
者
。

さ
れ
た
方
。

▽
注
意
事
項
　
O
当
日
は

必
ず
体
温
を
計
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
○
問
診
票
は

会
場
で
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
こ
ど
も
さ

ん
の
接
種
は
必
ず
保
護
者

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
母
子
健
康
手
帳
も

忘
れ
ず
に
。
O
料
金
は
大

人
、
小
人
共
一
回
三
百
十

円
で
す
。
O
初
回
の
方
は

二
回
接
種
。
追
加
の
方
は

一
回
接
種
で
す
。

▽
こ
の
注
射
を
受
け
ら
れ

な
い
方
　
○
満
三
歳
以
下

の
者
○
有
熱
患
者
、
心
臓

血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝

臓
に
疾
患
の
あ
る
者
○
糖

　
脚
気
患
者
、
そ
の
他
予

実
施
地
区

一
　
　
回
　
　
目

二
　
　
回
　
　
目

実
施
会
場

実
施
月
日

受
付
時
間

実
施
月
日

受
付
時
間

吉
田
地
区

5
月
1
0
日

　
〉
　
月

　
（

　
そ

2
時
～
2
時
3
0
分

5
月
1
9
日

　
）
　
水

　
（

　

f
3
時
2
0
分
～
3
時
30
分

吉
田
小
学
校

2
時
5
0
分
～
3
時

2
時
5
0
分
～
3
時

名
ヶ
山
小
学
校

水
沢
地
区

2
時
～
2
時
3
0
分

2
時
～
2
時
15
分

馬
場
小
学
校

2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

2
時
3
0
分
～
2
時
40
分

珠
田
分
校

吉
田
地
区

5
月
1
1
日

　
）
　
火

　
（

2
時
～
2
時
3
0
分

2
時
～
2
時
1
5
分

鐙
島
小
学
校

2
時
5
0
分
～
3
時

2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

真
田
小
学
校

中
条
地
区

（
飛
渡
）

2
時
～
2
時
10
分

2
時
～
2
時
10
分

池
谷
分
校

2
時
20
分
～
2
時
4
0
分

2
時
2
0
分
～
2
時
3
0
分

飛
一
小
学
校

3
時
～
3
時
1
0
分

2
時
5
0
分
～
3
時

飛
二
小
学
校

3
時
2
0
分
～
3
時
30
分

3
時
1
0
分
～
3
時
2
0
分

枯
木
又
分
校

下
条
地
区

5
月
12
日

　
）
　
水

　
（

－
時
3
0
分
～
－
時
50
分

5
月
2
0
日

　
）
　
木

　
（

－
時
4
0
分
～
－
時
50
分

下
条
小
学
校

2
時
5
0
分
～
3
時

2
時
20
分
～
2
時
3
0
分

東
下
組
小
学
校

嫡
井
躍
地
区

－
時
30
分
～
2
時
1
0
分

－
時
3
0
分
～
2
時

東
小
学
校

川
治
地
区

5
月
14
日

　
）
　
金

　
（

2
時
～
2
時
2
0
分

5
月
2
1
日

　
）
　
金

　
（

2
時
～
2
時
1
0
分

八
箇
小
学
校

2
時
～
2
時
3
0
分

2
時
2
0
分
～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

水
沢
地
区

－
時
3
0
分
～
2
時

－
時
3
0
分
～
－
時
4
0
分

水
沢
小
学
校

3
時
～
3
時
3
0
分

2
時
～
2
時
10
分

野
中
小
学
校

六
箇
地
区

5
月
1
7
日

　
）
　
月

　
（

2
時
～
2
時
3
0
分

5
月
2
4
日

　
）
　
月

　
（

2
時
～
2
時
1
0
分

六
箇
小
学
校

2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

2
時
2
0
分
～
2
時
30
分

塩
之
又
分
校

＋
日
町
山
地

2
時
～
2
時
1
0
分

2
時
～
2
時
m
分

大
池
小
学
校

2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

2
時
2
0
分
～
2
時
3
0
分

赤
倉
分
校

中
条
地
区

　
（
平
場
）

5
月
1
9
日

　
）
　
水

　
（

－
時
3
0
分
～
2
時
1
0
分

5
月
2
6
日

　
　
）

　
　
水

　
　
（

－
時
3
0
分
～
2
時

中
条
小
学
校

＋
日
町
地
区

－
時
3
0
分
～
2
時
1
5
分

－
時
3
0
分
～
2
時

＋
日
町
市
民
会
館

お産のあとも十分な

栄養をとりましょう

　　　　　ρ　　　　　　ゆ

牛
乳姦

蛸

　
蚕～

’

㌔
◎

一

事
業
名

期
日

受
付

時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

4
カ
月
児

検
診
普
に

育
児
学
級

18
日

（
火
）

午
　
後

1
時
半

～
2
時
半

十
日
町

公
民
館

51

年
1
月

生
ま
れ
の

者

全
　
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

3
歳
児

検
　
　
診

20
日

（
木
）

午
　
後

－
～
時

2
　
時

47

年
n
月

生
ま
れ
の

者

3
歳
6
カ
月
児
を
対
象

個
人
通
知
が
な
く
と
も

該
当
月
の
方
は
お
い
で

く
だ
さ
い

育
　
　
児

相
　
　
談

6
日

（
木
）

午
　
後

1
時
半

～
2
　
時

吉
　
田

出
張
所

生
　
　
後

12

カ
月

ま
で
の
者

吉
田
地
区

内
容
は

身
体
測
定
、
保
育

に
っ
い
て
の
相
談

な
ど
で
す

7
日

（
金
）

水
　
沢

出
張
所

水
沢
地
区

11
日

（
火
）

中
　
条

公
民
館

中
条
地
区

11
日

（
火
）

下
　
条

出
張
所

下
条
地
区

21
日

（
金
）

十
日
町

公
民
館

50

年
5
月
1

日
～
5
0
年
7

月
3
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た

者

全
　
　
　
域

婚
　
　
前

新
婚
者

健
康
相
談

6
日

（
木
）

午
　
後

－
～
時

1
時
半

十
日
町

保
健
所

希
望
者

全
　
　
　
域

内
容
は
健
康
相
談
、
家

族
計
画
、
血
液
検
査
（
梅

毒
）
で
無
料

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　　一レ湖　　．厚ノ朔
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春
た
け
な
わ
と
な
り
、
屋
外
で
運

動
す
る
に
は
絶
好
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
さ
わ
や
か
な
季
節
に
思

い
き
り
手
足
を
動
か
し
、
日
頃
の
運

動
不
足
を
解
消
し
、
気
軽
な
体
力
づ

く
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
市
教
委
で
は
、
家
族
連
れ
で
で
き

る
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
婦
人

体
育
教
室
な
ど
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
気
軽
な
体
力
づ
く
り

と
健
康
の
た
め
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
先
及
び
詳
細
は
、
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
魯
七
－
三
一

一
一
番
へ
。

　
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
明
る
い
仲
間
づ
く
り
と
体
力
づ
く

り
を
目
標
に
よ
り
多
く
の
市
民
と
接

し
、
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
正
し
い

　
　
　
　
　
監
，
ー
ジ

　
　
ぜ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉
．

　
　
　
　
　
　
　
悔
　
　
　
詠

愈
　
　
、
　
顕
　
　
‘

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　
期
日
　
六
月
二
日
～
七
月
三
十
一

　
日
、
九
月
一
日
～
九
月
二
十
九
日

　
毎
週
水
・
土
曜
日

　
時
間
　
午
前
五
時
半
集
合
（
雨
天

　
中
止
）

　
集
合
　
市
役
所
前
広
場

　
参
加
料
　
保
険
料
含
み
三
百
円

婦
人
体
室
胃
教
室

　
日
頃
、
と
か
く
運
動
不
足
が
ち
の

婦
人
層
を
対
象
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り

体
育
教
室
を
開
設
し
、
体
力
づ
く
り

明
る
い
仲
間
づ
く
り
、
家
庭
づ
く
り

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
期
間
　
六
月
一
日
～
七
月
三
十
一

　
日
、
九
月
一
日
～
十
月
三
十
一
日

　
会
場

　
市
民
体
育
館
　
毎
週
木
曜
日

　
水
沢
小
学
校
　
毎
週
火
曜
日

　
吉
田
小
学
校
　
毎
週
金
曜
日

　
川
治
小
学
校
　
毎
週
水
曜
日

　
時
間
午
後
七
時
半
～
九
時
ま
で

　
種
目
　
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
体

操
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
・
、
、
ン
ト

ン
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
そ
の
他
。
参
加

希
望
者
は
、
保
険
料
三
百
円
を
添
え
、

市
教
委
ま
た
は
関
係
公
民
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
池
田
氏
に
総
理
大
臣
表
彰

　
池
田
一
雄
氏
（
中
条
北
原
）
は
、
昭

和
五
十
年
国
勢
調
査
調
査
員
と
し
て

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
、
内

閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
池
田
一
雄
氏
経
歴

　
国
勢
調
査
従
事
六
回
、
そ
の
他
各

種
統
計
調
査
従
事
二
十
五
年
。

県
美
術
展
覧
会
十
日
町

展
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　
第
三
十
一
回
新
潟
県
美
術
展
覧
会

（
県
展
）
が
、
新
潟
県
教
委
、
新
潟

日
報
社
、
新
潟
、
長
岡
、
上
越
、
新

発
田
、
両
津
、
十
日
町
市
教
委
主
催

で
五
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
八
日
ま

で
、
県
下
六
会
場
で
、
せ
い
だ
い
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
出
品
作
品
は
、
日

本
画
、
洋
画
、
版
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

書
道
、
写
真
の
七
部
門
で
入
選
作
品

で
優
秀
な
も
の
は
県
展
賞
な
ら
び
に

奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
お
誘
い
合
せ
の
う
え
多
数
ご
観
覧

く
だ
さ
い
Q

　
十
日
町
展
日
時
会
場

　
と
き
　
六
月
十
九
日
（
土
）
～
六

月
二
十
三
日
（
水
）
午
前
九
時
半
か

ら
午
後
六
時
ま
で
。
（
六
月
二
十
三
日

の
最
終
日
は
午
前
九
時
半
～
四
時
）

　
と
こ
ろ
市
民
体
育
館

　
入
場
料
八
　
）
内
は
団
体
及
び
優

　
待
券
持
参
の
場
合

　
一
般
二
百
円
（
、
白
七
十
円
）

　
学
　
生
　
百
円
（
七
十
円
）

　
小
学
生
　
五
十
円
（
二
十
円
）

　
優
待
券
は
市
役
所
、
公
民
館
本
館

な
ら
び
に
各
地
区
公
民
館
に
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
山
火
事
に
注
出
思

　
県
ド
各
地
で
山
火
事
が
続
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
な
ど
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
春
先
は
、
行
楽
や
山
菜
取
り
等
で

山
に
入
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
　
つ
ぎ
の
こ
と
に
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
た
き
火
の
後
始
末
を
完
全
に
し
、

た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず
消
す
こ
と
。

火
人
れ
の
許
可
は
必
ず
と
る
こ
と
。


